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＜研究の概要＞ 

市町村の橋梁点検において、狭小橋梁の点検に伴う通行規制、および点検時の損傷見落とし等が課題

となっている。本研究ではこれら課題の解決のため、通行規制を伴わない近接装置および点検支援シス

テムを開発し、狭小橋梁の点検の迅速化、高精度化を同時に達成することを目指す。 

 

＜FS 評価＞ 

FS 研究により成果の見通しを一定程度示すとともに、研究結果を踏まえた研究計画を示していること

から、新規研究として採択することが妥当と評価する。なお、実施にあたっては、指摘事項に留意する

とともに、市町村職員が使えるシステムとなるよう十分に配慮して進めていただきたい。 

 

＜今後の研究計画・方法への指摘事項＞ 

1. 従来の点検方法と比べて、どれだけのコスト縮減が見込まれるかを検証する必要がある。 

2. 人工知能ベース損傷評価支援システム及び橋梁三次元マッピングシステムについて、システムの原理や精

度などを分かりやすく整理していただきたい。 

3. 人工知能ベース損傷評価支援システム及び橋梁三次元マッピングシステムについて市町村職員が理解して

実際に現場で使えるようにまとめる必要がある。 

4. 人工知能ベース損傷評価支援システムに用いる実データとして、使用材料などの地方性を意識して収集し

ていただきたい。 

5. 橋梁三次元マッピングシステムについて、実際に市町村職員による実証を行っていただきたい。 

6. 研究成果を円滑に実装に結び付ける観点から、現行法令等に基づく道路橋の点検・診断・記録のプロセス

の中で、本技術がどのように活用できるのかを明確にした上で、研究すべき事項を設定する必要がある。 

 
※本 FS 評価は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 31 回新道路技術会議において審議したものである。 


